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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者
に帰属する
四半期利益

四半期包括
利益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期
第２四半期

105,001 18.5 △1,827 － △1,096 － △2,824 － △3,087 － △2,038 －

2021年３月期
第２四半期

88,602 △28.7 △2,259 － △1,470 － △3,703 － △3,878 － △4,938 －
　

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △51.19 △51.19

2021年３月期第２四半期 △67.69 △67.69
　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 312,208 183,179 175,606 56.2

2021年３月期 315,188 186,530 179,222 56.9
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00

2022年３月期 － 20.00

2022年３月期(予想) － 20.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 230,000 6.0 3,000 △23.1 1,200 132.0 20.80
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 １社（社名） ニッセイ・アドバンテック・メヒコ社
　

(注)特定子会社であったニッセイ・アドバンテック・メヒコ社は、2021年６月１日付で当社の子会社であるニッポンセイキ・デ・メヒコ

社に吸収合併されたことにより、消滅しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 60,907,599株 2021年３月期 60,907,599株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 584,337株 2021年３月期 601,907株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2022年３月期２Ｑ 60,314,146株 2021年３月期２Ｑ 57,293,163株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1.本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する論旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

測の前提となる条件及び業績予測のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情

報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.当社は、2021年11月25日に証券アナリスト及び機関投資家向けの四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会で使用する資料に

ついては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の売上収益は、105,001百万円(前年同四半期比18.5％増)、営業損失は、1,827百万円

(前年同四半期は2,259百万円の営業損失)、親会社の所有者に帰属する四半期損失は、3,087百万円(前年同四半期は

3,878百万円の親会社の所有者に帰属する四半期損失)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、

前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

車載部品事業は、四輪車用計器、二輪車用計器等が増加し、売上収益は79,115百万円(前年同四半期比20.3％増)

となりましたが、営業損失は2,795百万円(前年同四半期は2,717百万円の営業損失)となりました。

民生部品事業は、空調・住設機器コントローラー等が増加し、売上収益は5,957百万円(前年同四半期比4.2％増)

となりましたが、営業損失は16百万円(前年同四半期は22百万円の営業利益)となりました。

樹脂コンパウンド事業は、樹脂材料の販売が増加し、売上収益は4,985百万円(前年同四半期比33.2％増)となりま

したが、営業利益は352百万円(前年同四半期比39.5％減)となりました。

ディスプレイ事業は、LCD製品が減少し、売上収益は781百万円(前年同四半期比0.1％減)となりましたが、営業損

失は399百万円(前年同四半期は789百万円の営業損失)となりました。

自動車販売事業は、新車販売等が増加し、売上収益は10,807百万円(前年同四半期比11.5％増)、営業利益は410百

万円(前年同四半期比85.0％増)となりました。

その他は、情報システムサービス等が増加し、売上収益は3,352百万円(前年同四半期比15.8％増)、営業利益は

559百万円(前年同四半期比60.9％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産については、棚卸資産が増加したものの、現金及び現金同等物、営業債権及

びその他の債権の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,980百万円減少し、312,208百万円となりました。

負債については、その他の金融負債が減少したものの、未払法人所得税等、短期従業員給付の増加等により、前

連結会計年度末に比べ369百万円増加し、129,028百万円となりました。

資本については、利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ3,350百万円減少し、183,179百万円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日発表の業績予想を据え置いております。

なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づく将来の予測が含まれております。主要市場にお

ける需要動向、為替相場等に不透明な面があり、実際の業績が記載の見通しと異なる場合があり得ることをご承知

おき下さい。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 41,650 37,824

営業債権及びその他の債権 40,475 32,610

その他の金融資産 70,779 71,135

棚卸資産 45,557 57,256

その他の流動資産 7,558 6,495

流動資産合計 206,020 205,322

非流動資産

有形固定資産 69,827 66,928

のれん及び無形資産 8,734 8,636

営業債権及びその他の債権 452 441

その他の金融資産 26,872 27,430

繰延税金資産 2,376 2,535

その他の非流動資産 905 912

非流動資産合計 109,167 106,885

資産合計 315,188 312,208
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 33,721 33,838

借入金 56,965 57,270

その他の金融負債 2,386 1,724

未払法人所得税等 953 1,473

短期従業員給付 4,467 5,270

引当金 1,542 1,457

その他の流動負債 1,077 902

流動負債合計 101,114 101,936

非流動負債

借入金 12,802 12,507

その他の金融負債 3,417 2,809

長期従業員給付 3,954 4,037

引当金 85 86

繰延税金負債 6,903 7,313

その他の非流動負債 381 337

非流動負債合計 27,544 27,091

負債合計 128,658 129,028

資本

資本金 14,494 14,494

資本剰余金 4,455 4,432

利益剰余金 157,449 153,156

自己株式 △1,045 △1,015

その他の資本の構成要素 3,869 4,538

親会社の所有者に帰属する持分合計 179,222 175,606

非支配持分 7,307 7,573

資本合計 186,530 183,179

負債及び資本合計 315,188 312,208
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上収益 88,602 105,001

売上原価 △77,447 △89,271

売上総利益 11,155 15,729

販売費及び一般管理費 △14,049 △17,663

その他の収益 857 330

その他の費用 △222 △222

営業損失 △2,259 △1,827

金融収益 870 812

金融費用 △81 △82

税引前四半期損失 △1,470 △1,096

法人所得税費用 △2,232 △1,727

四半期損失 △3,703 △2,824

四半期損失の帰属

親会社の所有者 △3,878 △3,087

非支配持分 174 263

四半期損失 △3,703 △2,824

１株当たり四半期損失

基本的１株当たり四半期損失 △67.69 △51.19

希薄化後１株当たり四半期損失 △67.69 △51.19
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要約四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期損失 △3,703 △2,824

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない
項目

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定される金融資産の利得及び損失

357 103

純損益に振り替えられることのない
項目合計

357 103

純損益に振り替えられる可能性のある
項目

在外営業活動体の換算差額 △1,592 681

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

△1,592 681

税引後その他の包括利益 △1,234 785

四半期包括利益 △4,938 △2,038

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 △5,269 △2,418

非支配持分 330 379

四半期包括利益 △4,938 △2,038
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定される
金融資産の
利得及び損失

確定給付負債
(資産)の純額
の再測定

期首残高 14,494 6,056 159,508 △6,289 4,250 －

四半期包括利益

四半期損失（△） － － △3,878 － － －

その他の包括利益 － － － － 357 －

四半期包括利益合計 － － △3,878 － 357 －

所有者との取引等

配当 － － △1,145 － － －

株式に基づく報酬取引 － 8 － － － －

自己株式の取得 － － － △0 － －

自己株式の処分 － △29 － 29 － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ － △0 － 0 －

その他の増減 － － △172 － － －

所有者との取引等合計 － △20 △1,318 29 0 －

期末残高 14,494 6,035 154,311 △6,260 4,608 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高 △9,418 △5,167 168,601 6,227 174,828

四半期包括利益

四半期損失（△） － － △3,878 174 △3,703

その他の包括利益 △1,749 △1,391 △1,391 156 △1,234

四半期包括利益合計 △1,749 △1,391 △5,269 330 △4,938

所有者との取引等

配当 － － △1,145 △198 △1,344

株式に基づく報酬取引 － － 8 － 8

自己株式の取得 － － △0 － △0

自己株式の処分 － － 0 － 0

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ 0 － － －

その他の増減 － － △172 △5 △178

所有者との取引等合計 － 0 △1,310 △204 △1,514

期末残高 △11,167 △6,559 162,021 6,353 168,375

　

　



日本精機株式会社(7287) 2022年３月期 第２四半期決算短信

－8－

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定される
金融資産の
利得及び損失

確定給付負債
(資産)の純額
の再測定

期首残高 14,494 4,455 157,449 △1,045 7,542 －

四半期包括利益

四半期損失（△） － － △3,087 － － －

その他の包括利益 － － － － 103 －

四半期包括利益合計 － － △3,087 － 103 －

所有者との取引等

配当 － － △1,206 － － －

株式に基づく報酬取引 － 7 － － － －

自己株式の取得 － － － － － －

自己株式の処分 － △30 － 30 － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ － 0 － △0 －

その他の増減 － － － － － －

所有者との取引等合計 － △23 △1,206 30 △0 －

期末残高 14,494 4,432 153,156 △1,015 7,645 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素 親会社の

所有者に
帰属する
持分合計

在外営業
活動体の
換算差額

合計

期首残高 △3,672 3,869 179,222 7,307 186,530

四半期包括利益

四半期損失（△） － － △3,087 263 △2,824

その他の包括利益 565 669 669 116 785

四半期包括利益合計 565 669 △2,418 379 △2,038

所有者との取引等

配当 － － △1,206 △112 △1,318

株式に基づく報酬取引 － － 7 － 7

自己株式の取得 － － － － －

自己株式の処分 － － 0 － 0

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替

－ △0 － － －

その他の増減 － － － － －

所有者との取引等合計 － △0 △1,198 △112 △1,311

期末残高 △3,106 4,538 175,606 7,573 183,179
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期損失 △1,470 △1,096

減価償却費及び償却費 5,655 5,657

減損損失 75 110

受取利息及び受取配当金 △810 △713

支払利息 81 82

固定資産売却損益(△は益) 18 33

営業債権及びその他の債権の増減額
(△は増加)

△385 7,931

棚卸資産の増減額(△は増加) △6,752 △11,381

営業債務及びその他の債務の増減額
(△は減少)

△3,059 195

引当金の増減額(△は減少) △121 △85

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 69 155

為替差損益（△は益） △286 △153

その他 1,486 1,778

小計 △5,499 2,513

利息及び配当金の受取額 1,448 705

利息の支払額 △70 △99

法人所得税の支払額 △2,444 △1,364

その他 － △60

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,566 1,693

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額(△は増加) △1,911 △63

有形固定資産及び無形資産の取得による
支出

△5,666 △3,009

有形固定資産及び無形資産の売却による
収入

56 89

投資有価証券の取得による支出 △27 △34

投資有価証券の売却による収入 － 0

貸付けによる支出 － △1

貸付金の回収による収入 5 3

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

－ △120

事業譲受による支出 △126 －

その他 △13 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,683 △3,137
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 5,406 4,800

長期借入れによる収入 6,040 3,000

長期借入金の返済による支出 △1,825 △7,795

リース負債の返済による支出 △1,016 △1,014

非支配持分への配当金の支払額 △316 △177

自己株式の純増減額（△は増加） 0 0

配当金の支払額 △1,145 △1,205

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,142 △2,392

現金及び現金同等物に係る換算差額 337 10

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △6,769 △3,826

現金及び現金同等物の期首残高 36,657 41,650

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,888 37,824
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（報告企業）

日本精機株式会社(以下「当社」という。)は日本国に所在する企業であります。当第２四半期連結会計期間(2021

年７月１日から2021年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)の要

約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社(以下「当社グループ」という。)から構成されております。当社グ

ループは車載部品事業、民生部品事業、樹脂コンパウンド事業、ディスプレイ事業、自動車販売事業を主な事業と

しております。

　

（作成の基礎）

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しておりま

す。当社は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第１条

の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件をすべて満たしているため、同第93条の規定を適用しており

ます。

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定される特定の金融商品等を除き、取得原価に基づ

き計上しております。

　

(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円(百万円単位、単位未満切捨て)で表

示しております。

（重要な会計方針）

当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、前連結会計年度に係る連結財務諸表に

おいて適用した会計方針と同様であります。
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（セグメント情報等）

第１四半期連結会計期間より、当社グループの今後の事業展開を勘案し、目標管理や業績評価の管理区分を変更

したことに伴い、報告セグメントの区分を変更しております。従来の「自動車および汎用計器事業」を「車載部品

事業」に名称変更し、「コンポーネント事業」に含まれていた高密度実装基板ＥＭＳを「車載部品事業」に含めて

おります。また、「コンポーネント事業」を「民生部品事業」に、「樹脂材料事業」を「樹脂コンパウンド事業」

に名称変更し、「コンポーネント事業」に含まれていた「ディスプレイ事業」について報告セグメントとして記載

する方法に変更しております。

また、当第２四半期連結会計期間より、システム変更に伴い管理区分を変更し、従来「その他」に含まれていた

金型・設備売上を「車載部品事業」、「民生部品事業」に含めております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分方法により作成したものを記載して

おります。

当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日) (単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半
期連結損
益計算書
計上額
(注)３

車載部品
事業

民生部品
事業

樹脂コン
パウンド
事業

ディスプ
レイ事業

自動車
販売事業

計

売上収益

外部顧客への売上収益 65,773 5,719 3,742 782 9,690 85,708 2,893 88,602 － 88,602

セグメント間の
内部売上収益又は振替
高

－ － 1,533 － 5 1,538 4,382 5,921 △5,921 －

計 65,773 5,719 5,276 782 9,695 87,247 7,276 94,524 △5,921 88,602

セグメント利益又は損失
(△)

△2,717 22 582 △789 221 △2,679 347 △2,331 72 △2,259

金融収益 － － － － － － － － － 870

金融費用 － － － － － － － － － △81

税引前四半期損失（△） － － － － － － － － － △1,470

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、ソフトウェアの

開発販売、受託計算等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額72百万円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、要約四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
　

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日) (単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

要約四半
期連結損
益計算書
計上額
(注)３

車載部品
事業

民生部品
事業

樹脂コン
パウンド
事業

ディスプ
レイ事業

自動車
販売事業

計

売上収益

外部顧客への売上収益 79,115 5,957 4,985 781 10,807 101,648 3,352 105,001 － 105,001

セグメント間の
内部売上収益又は振替
高

－ － 442 － 5 447 4,956 5,404 △5,404 －

計 79,115 5,957 5,428 781 10,813 102,096 8,308 110,405 △5,404 105,001

セグメント利益又は損失
(△)

△2,795 △16 352 △399 410 △2,448 559 △1,888 61 △1,827

金融収益 － － － － － － － － － 812

金融費用 － － － － － － － － － △82

税引前四半期損失（△） － － － － － － － － － △1,096

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、ソフトウェアの

開発販売、受託計算等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額61百万円は、セグメント間取引消去等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、要約四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

　

　


